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　　　　　　　　　　　要　　欝

　宮城県叢造郡鴨子町。鬼首地区の地熱開発調査研究の…

環として，1司地区の地質とくに地質縫箋愛について検討を

加えた。

　こフ）地区ならびにその／縄澄には夢花網岩とこれを不整

合関係で覆う緑色凝灰岩を『書とする蟹沢、，．1および荒雄岳

／，i野が広く分嶺し，鬼辱磁蓋地内、は，瀧れら寮基盤、として

，慰沢層および、鬼首屡の新旧黛つの湖成麟が分看、するむ

以．ヒのほか，緑色凝灰潜を弄幾く閃緑玲岩醤安慮嶽などの

1岩難1多鬼首！董 響以下妻窪タ了拠安ll潔、｝の熔岩ドームな峯三）び

に熔結1疑！獲岩が轟贅系められる．蒙た，盆地の翌難縁蒲1熊詳）び

轍熱（荒雄）即㌶奪ブぐ，扇状地堆積物・瀦　段建堆積

物および隷積氾濫瑳ll堆積物が発達している．

　樫鐵盆．亙趨は，輪状の断麟を境にして陥没した冒薄造盆1地

（お気瓠くカノレデ漫麟地）で凄っ噌ぐ辱そジ）1蔦1祁の荒雄

費｝を主峰とする山地は，前述の輪状の断／lを境にして盆

地底が隆罎した1結、渠雄じた構造ドーム（ 上芦沢ドーム）

である暮このドームは北鋸一 南東方向の軸をもつ，f斜権三

の碍一ムであってラ南東に向かザブぐ緩やかに沈 ドする。

　鍛首盆地ダ）陥没は，荒雄岳層堆積後，宮沢麟堆積前で

あ鯵，構造ドー一ムの形成は宮沢麟堆積後，肇懸鋳襟堆積繭

にほぼ完了したものと鵜餐謙舞される。

　現在，認められる轍気ならびに溌1▽）おもなものは．

㎞ヒ芦沢ドームの南東方勢宮沢層中び）熔岩墳£らび／舞、こ塊農

の噴出の申心と考えられる荒雄婦　争鉱由付近な1払びにそ

の澗辺紅分1布uラ高1三彗趣石謬饗£疑1！縫一1熔岩グ）分布とも鞍接

な、関｛系が認められる。

電．緒　　霧

　昭和鷺年以来，鰭判用熱エネルギーの一一つとして，地

熱の闘発利用に関ずる研究が進められ，多くぴ）噴気地帯

が調査研究の対象として取上げられてきた、，しかし，こ

れら噴気露頭の大部分はいずれも新期火由の火1奪欝なら

びに火山磁襲屑岩地帯に霧叢在するものであIP，窒調査研発が

進むにっれて，こグ）ような地帯のガス成分の多くは強酸

性であること，お・舞び粘土化乱・た変質帯を伴なうため試

錐工事に当って非常な困難があることがわかって選た。

さらに大きな欝i題点は，環に噴気を続けている凱れらの

地帯はラいわま淺い火山括動の場続すぎず雪大規模かつ

．広範醐にわたる熱源はラもっと深部における構造的．条絆

に支齪されるのではないかという、1、獣である。

　とごろが費火ll1岩および火1．翼砕屑媛のみNよって構成

される地域では．ト深部構造ないし藁鍵の構造を明らかに

する手がか鈴はほとんど得られないといってよい．すな

わち，上述の火1細岩あるいは火11茎砕屑岩が，天然蒸気に

対＾して帽岩・（職欝驚導k）壽〉るいは’被罷羅岩（毅Ovαr（》磁）の役

欝薮果すとしでも，その厚さをはしめとして走向や傾余導

を把握することは技術的にはなはだ園難であ勢，その下

方深部の構造については推論を加えることすら不可能な

のが普通である。

　こうして，…天顛、，懸気と深額～季薄造一齢の関イ系という闘題1が

プ艦く浮び上ってきた峯1果，甚盤が随第、講出し，ごれ

を露　・て湖成層が火山器と格接な関係をもっで分布し，

カμ多くの温泉，噴気露頭がみられる鬼首地籔こそ，ご

の闇麹難を解明するための覇要な訴がか）を提伊ミするもの

＿簿愛、らオ～、」に憂1った。

　すでに懸覇｝雛孟の継三薬！開発調疑研1究は，糟鱒年から

i9欝年の3力年にわたゲぐ実施され，地形測量，地、擬地

質調査に引続いて構造試錐，温泉・ガスの化　　群，電

気検麟ラ化学検飛ごど激惹合的な検舞・ナが餓iえられ，その成一渠

は中村久由池1騨よって麟舞『峯されている5）。

　以．熱の議藤研究紅よって，一応の結論を，，郵ぐはい撫が

，　驚本ぴ）構造霧式郵衰のい一葵れもが，地鹸　鍵瓢か義、推定され

た墓盤艦憲での予定深度鎖憲呼　瓢ないで（第置・ン試錐

て彗激導ノ慧？漿藻膨3（）（隠貰／こ奏圭して慧5欝鐸！，鉾∫黛萎舞試葦簾三“でを激海3じ

く翫沿勲に対して2灘燃）　その深！斐を確認できなかった

ので，嘱然蒸気と深部構造との関係という、・、菱載で．重要な

資料を欠くこと鎖なった．

　畿近にいたって電瀕開発株式会社豫㍉鬼欝地区を対象

とuて矩数発電を1矯雛ゴし．た地熱開発に関す・』詳建購究

を開始し，　9鑛1憾月i麟三1から荒湯に第孟号井を掘さ

く，蝿籔当時までにS乃鎗，6捕i耕三iから第黛考す1二をそ

の1懸方蓬惣嶽付近／こ掘さく，　＄月フ舞餐でに200騰に1聴鋒〆

ている。象たタこれと掻ぽ潟行して岱月3il三1か翻ジ7月鱒

財にかけて，これ鍵爾試錐地，、、、を中心とした地域，・二電気

染数を実1施し，基！醗の1饗度の推建：弥を捧惣みた。

　葦．曝　調蓋1磯究の翼的

　本地区ならびにそび）周，縁薫癒城の総括的声也質図として

は，ほとんど時を擁柱》く乳〆て患版されたヌヤ1、梨婿夫婦蘇沢麟

翫韓，加藤磐雄・唇欝繊藷．郎墨）および申村‘筏由他き〉の地質懸1力玉

ある。　これらの闘で顎相な　）びに地麟区1＞，層序関4系は

もちろんのこと地、質構造の解釈について著しい舞、解の相

1叢がある、

　この地城は，東北簸方の背稜1壌翻こ近く，地理約条鉾

が茎悪く聾導タト調三酸の非常に．墜漢養なところである．　したがっ

て従来の現地を踏、盗する野外調査の方法と限られたβ数

で／断秘れる情報には1雛》限度がある．

　したがって，今回の調査では別な角／斐から一一空中写

真を利構して一一・新しい｝清報を収集し，従来の資料と併

せて，地質ならびに地質構潰を明らかにし，さらに地質

構造と地熱の賦存状態との関係を考察するさいの基礎欝

料を提供しようとするものである、なお，火成岩の検鏡

については地質部大沢機技富認）援助を受けた．

黛《継）



宮城県鬼欝地匿の堀質ならびに地質講澄齢ついて（樵野久臨・蟹村嘉蝶i鄭）

　餐，黛　調査期閥な療び鑑調糞方法

　この室内研究は，昭和脇年7月末から着手し，野外講

査は諺月欝麟から同黛編の問に実施し，欝年3月末に全

体の研二究を完了した1。空申写1真を馨男∫灘した．鰻孟質調餐なら

びに研究のもっともi著／、凶・特徴は，空中か響ア）すなわち

従，来の1慰質貰構謎諾濠幾と鐸誘；簸く別な醗角から賦）簿孟翼遷，　しかも

拡大された視野からの観察であって，全地域ないし数即

km凄というような広い地域を一度に観撫できるだけでな

く3地、無で到底玉巌1蜜イ噸彗能な場移了の地質・i青幸畏を把握でき

ることにある。さらにもう一一つの大きな特徴は，識別さ

れた地質単熟あるいは地響ξ構叢の立体的な閣／系位置を把

握す恐ことができ，かつ写1翼溜1鎚舜蚤妻の涼理を利用して，

走晦・糎頁斜、蒙はじめとし〆て種ン々の圭幾質計灘liが欝能なこと

である，

　本調査研究は，就存ぴ）蜜中写真（第蓬表〉を淋・て次の

、虹うな擁　叢i暇ノ蓼ンぴ実方竃さ酵Lノ訟慕こ二のlll頁∫ギなら町び‘にプy浮暴歳，

対象とする地城ぜ〉地質をはtコめとする，自然条件夢使用

1撃莫1の良否鮮奪薮イ璽¢）1調蕪潔耀突資料・の蕎壌騰職らびに／ξ青茉唇勤，

基図の有無によ・．ンて異な肇，象た馬蕊研籠のil的，必要

とする精度，さlp紅時問および経費に，鳥ゴぐも異なる．

　茎．　醗存資料の検討

　黛．　空申写真潅よる葦檬、導

　3．　イ察翅財鍵図の作覧

　婆．　主要ルートならびに閥題、置、、1について講地調建．，試

　　　料操集

　5．　試料蹉）叢内研究および資料の総合

　S，　空中写真による細鞠葺食塗韓嬢よび地質図編集

　7．　幸艮告欝件議父

　調査研究の／乍業順／ぎ；な1びに右法の，釜しいことは掛本
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地質麟薦所，！‘／報　（嬉1§懸墾乳募沿

　北書暮においては艶本薦の基贋二径数雛き£難以下の淘汰

の、悪い／　畢譲岩が 総慧す鴨る“ごの　 雛緯1駄隻副ズぐ花醐岩，

フ箒雛ゼラ・・イトイ賦L／た安聾1霞紅の円騰τ～ないL・譲1・角養樂力、1）な

驚が，群響方紅睡向煮ブぐゾく山繕／講7籔（η轡’鷺におきかえ、ら激〆そ

の上下に安山．岩の舞塊轡が認められ馨、、砂薬縛韓は，頸々

によやてプ㍉講ピラ・ごイトイヒした欝1ll　lの麟嘉樂を監多 褒に’麓／し／

でいる。荒無婁一爵の壌鑛鄭お、よび顯、1ではま藩魔の訴樂1，鰭と‡霧撲鷺

し撃あ燈いはj／　海妻擁楚1の士／二には擁£撫γ1）酎翌（）（h㌻鍾鉱

にわ、獅ッて砂渥．｝および泥落卦の饗麗な1難講互／韓が発違する。

こ二の欝鞭灘讐中紅はし1ずし｝ズ滋妻縢讐嚢瓢餐爵叢諜忍めら薄しる肇その

㎜熱位は軽妻紅難および警ぎ糠望麟碧沙潜，轟謝夢岩および轟譲糞！酸泥暑

藩㌧なる、，騨者沸は疑庫交嚢勺羅難饗、、な1．．1磁．の浮畢ぞ痔擁な蓼爵至㌶

来‘μ、鮪沢層鋤と呼ばれvぐいたものであザ｝て，、醗地全般に

鷹く分布じてい鶏。後者は細粒凝灰二転翫主とレ 讃藁硬l

l翼コ岩のようなξ叢宰1二1を、幅 江ぜ跨従1褻藏湧耀奪1き野鱒と1撃讃才してい

たもので，吹上沢および赤沢の申流から上流の地域に分、

1布し塁ともに安3．1、1，轡質懸蟄影護．｝を！爽・禽づ鴨る無こオ唱Lらは灘二い紅

側方に移化し罪磐1畑の地屋鷲／〆てi分することはできな

い酷／容壌および集甑岩意鮮驚雄三撫硫黄鉱しし1付近を中心に

広く分布L，、ヒ述の各繋沖羅無／l鴛交関係にある・｝このli係は

ノヤ1為il謄の1糞嚢欝難‘のノ卦汐ミ欝よく簿謬峯さ津もる俸脚爵な濤ち壽糠耀幾

おこれらの小書箋の合淑羅、蕉蒙幾くw鐵騨　ない／副産嬢i灰韓焼’羅岩

と集塊岩とが、蹴層してお撃，小沢のllでは鮒鬼霧と熔媛

とが交1互に重な・ヅぐいるのがよく観察される。

　舞多黛図試蜜総柱状図ならびに渥　イi断面図に承す賎通！）燃の

ま滋壕驚ぐは，鮫1書気鑓　・欝海う㍉起1．1．i二轡瓢よつて占めら摩してお

静，こ才しか辱離鍵L恐に寮舞つ砲ぐ糸剛紘の火1鐵／溜／講撃叡（講嬢イ紅し．

rぐレ・蒸き、、

　宮至麟中に芽，、瓢められる安山岩の懸戦　婆よび／l麟をの礁

はい摩蕊れ、も．義、色業麓無繋な輿讐燃1藻慕薫漣壁糞翼驚轄婁舜出岩で　．つ

て，春オめて碧蓄蕪詳なも¢で麟墾総）、、

　毒，講鬼蕊腰

　鬼謝1は繋、罐磯およびそれ以醐の地麟を覆）て，盆地

矯醤謙のきヒ鮫約／慧い野彗蓄にランず欝する篶蠣／lは静罐艶なで胡7／“｝ま嚢

考磯L．．た、壇§讐摺に、款ってチ総表さ寒L葛。一動なわち，　l／穫色の

泥ないしシルトと細粒砂の薄／一との互層によ一て特！、気づ

けら薄唱〆しる，、　し漁溝L誉蕪訟夢患の贋捧馨醗三ではii寺に1騒く警く！、鈴善嚢

檬濠挟み爵時に1ξ錐感蹄筋によって代嚢、される継斐1尺

保呂内沢・鎌内沢下流では，三角州ないL扇状妻趣、堆積物

と薦えられゐ厚い礫層が発達レズいる．多くの場合，本

懸讐はほ1窯雌く擁裟に近い／馨1懸を毒幾している捺叢繋蓬蕊髭載の三ヂ舞裾蓬

ない鳳、欝選状地堆積物と考rえ1）れ恐砂礫／l妻1中には30～憩“

で認、斜する層理が認められ燃．これらは，造構運動によ

嚢て蕪㌶立．し、壌鷹もグ）でなく，｛為麟理と解釈される“

　毒．鍵　高撒織山客容嶽　　　　　 1

　暴奎，ll三醗郵。1熔岩は華綻安山著1壕㌧な鋼蹴沢屡を覆って分

フ糞レる。，墾、 蒔／麟との関イ系はそぐ撫鰍1形1め擁響幾気漆誰）簑よや薄誉鱗

鎧も跨と推’定されるが，後述す導第四紀の禽態積‘励と賦）関

係は無く深帯．郷てP＞る、，本夷容りi藻は馨　柔奏1．li暴季漆湿らな静多：誰ζ

般漆い駆て熔轡ドームの形態を残しており，そゲ騨部で

は盤罫、嚢、焦で1癒嚢蕪がはっき曽蟄奮．孟響蓬さオしると燃ろがあ葛尊

　墨．▽　糞容結1疑灰鷹

　熔結凝灰岩は高1一i向1．五．1の東方から盆地の外側に広く分

布する，劇技、域内では蟹測旧鑓1不整合関係で覆っている

だけで他の地／拷の関係は金く不明である．本岩は石英

安変il撫　）／鰹摩吉轟灘天」象もであってマ1麹聡．駈ずまたは1経堅ずのノ／、メヤカ薫

／／言霧1菰慕三辮蕪さ津Lて擁蓋塗テ頓難鷺夢葺している壽こ津しと岡桑譲なも

の　）藤魂寮滋豊．難駆毫尺の串演，隔魏篇薪皐婁、耶、めらオしるがその縫1來し

叢二　警繋1試一唱「）き㌦ごきわ鄭智・。

　墨．難旛難類
　篠饗妻く／麟およびミ書釜餐叢一凝／1はいく就コ〉かの蟻雛璽に欝憩力畷もてい

る、，

　安撫岩嶽i醗は盆地（ノ編隊llこ沿・・ブぐ蟹沢磐に南北に配

腿！す恐，こオ㌻桑／、／．ナヂ1．舞零）らによ㎡1ブぐ荒蜜緯懸琴の疑！．1．磯懸に懸翼

定誘れたものであるカ㍉空申響翼上の観察から暑頸と判

定さ零難。Lかし，今臨1の騰蕪ではこ諺Lを現地において

擁認す1熱で瓢到らオ嚢かった。

　閥霧織葦薄旛鷹灘糞は姦工．ま慰内．、翫識／，灘鷺羅叢ξ謝醇瓢鐵いて海1林

（標藷懸1鮫のの1覧淋を形作gてい懲、、

　毒。嚢　爾繧犬歪嶽壌i積肇勿

　扇1伏／趨ま藤釜劃勿1象欝腸蕎藤季を呼もむとする融蹄胡盆グ）1難難／から

1蒋膏郵鎧鎚ζくラ髭搬罐厭燃倉三笠として　譲飾瞭三の1鎌プくなヲ麟蒲轡お

よび　1、1．i；岩の礫か・為なりその末端韓蝦、ギ層の作る丘二陵鍵三

の谷瞬に塞で逮してい灘。この扇．！、、地顧にはil三i汀線の移

議鱗を辱’ぜ塵羅る／氏い蹴縫嚢勲1ノ、、1語苔騨擁盛o鱒の鐸貧こ1襲融ζさ壽唱ゾしる，，

　・箋．膿　　麗鷺厳1．寒穣拳驚羅馨

　段．臨億その騨ヂ）隔さ¢）差から少な、くとも蓼段に匿分さ

れるさマ・ずれ墨主として砂緬郷　こよ・．ブぐ講成され夢その

軽嚢餐1爵鱒叢よく寮歎梅さ酵㌻ている、、捲響置蓋の癒費獣ど3慮”1に向・、ひ

て拶徐斗／㎡、野藁唱．警欲な｛驚食を駅ぴている瀞／義資敏の瀬縣はほとん・ど

／頃撫｝がなくそ琴乃雇宏ll盤τ雛が匙わめて、よく盤ぎ俸さオ㌻ている。

　毒，葬　ン申積腰

　沖横　　業！河川の氾灘1原を構成する縣　河川は綱状流

iこ、欺つて響藝教〆β！ナら壕“磐～融濫：罵1の軽麟．馨麟，響は雛三として鷺擁樂

ゐ、欝為菰る難

　　　　　　　　　　難．地質構鷺

　鬼醤盆地の成因についてはタ地形的特徴および地質構

鷲墾とから1韓1銭．．離L圭襲と摩蝋る説、跡鵜と灘ノレう〆ラ菱翫／惣とづ縣慰）霞眺

乏）壽聖が対立してい恐，、とくに後者は，盆地の蔽縁から東

縄の．1斑，1礁に広く分布する熔犠、謹疑1プ轡こ1の隣お婁に‡鷺いて雲

こオ灘をカノレラ認ラとし，．悌ぐ至．ハる雌

　マ・ま，　煮戯．をヵノレデ　盆1，i癒とす燈と，、、熱述の地藁構成

馨一 ・（難§（！〉
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地1妻、ξ濁 珍i二、欝　報　 （欝絡奏　錆7一難）

から熔結凝灰岩の騰1療綴続くカルヂラの形成の時期は

赤夢1ピ1塀i、積霧，：荒雄葺ぎ層こ難積段ごなる、，勝井琶〉が述べてい

るように，この熔硬凝灰擬が海ナ葎艶の礫1，、1を覆う事タ、ξ

があるとすれば，熔結凝灰潜の噴出、とカルヂラの形成1．亙

更新縫末という多きわめて新しい時期のできごとという

ことに瓶る、、税在のところ熔結凝灰霜、鼎蒙些留／　輔群）新舞ヨ

についてはこれを決竃計る騰力な証拠はない．たン、　残

藤はかな鋤解析が進み複雑なま1麟葱呈しているのに対し

て，熔結1疑／ゾ審の堆零責面塞比蕪的菊漁羊な台地越三の臨形を

暴三していることから，1舗者を蝿鋒謝疑灰　・よ1）新期のもの

おたやすく1噺定できない・・この闇題の解決は薯鑑躍、、欝垂る

ことにし業撃霧宣章に述貼べ1た膳∫芋1灘係に掌鴬やて，鬼酋、盆地の

地質欝1養の発展過程／こつい“ぐ考察を遜糞うること：，こする。

　魁薩1盆地の地1撰燈はラ地欝図からわかるように，根

瞬的には！輪状の1餐毅韓群（i．ll三翼森憩小房戴離1“1聾粥原断層な

ど）　と鉾｝蓑1ぐ一一ム　（．靴麟》幾ドーム）　、一、甲、紅　ドぐ夫見聴讐され、

萄く，そしてその肇韓逢愛は

　1）名胡盆．のi焔1斐

　2）宮沢層の堆積・紫蘇鷺鞍芋普通鶴翠麺曜1の活鋤

　零）構進ド・一ムの形成

　碁）残．鴬層の擁、季欝

　5）　畢　皮彗1鱗輝鋳穿ドームのヲ甕9成

という順序でフ瑳二成し・たものであリタこれを／莫式的把図示

すると第婆！翼翼一銭槍）通りでこ銚る。

　i）象明盆、の斑爺職

　鬼酋盆地は，その後の侵食によって多少拡げられてい

るが・その形は輪状ζア）断聯靴よつて慰煮遍約に規定され

ているものと考えられる．盆地の北東部では，これらの

断／蛋1の壽箏在は確認できな㌢・がヲ1盆地底とその夕嫉鰹把おけ

る地／、響の／、騨霧に著しい養があることから予t前述のよ幅な

断層の存在が推察きれる。蜜た，遭川の流路の特異な形

態はこれを裏づけているものと考えられる。

　こオLらの欝掃欝は費盆趣北灘1薙‘でみるとイむ薫く、とも婆条

あウて㌧当初は盆地中心にi鵜って繹段状に落ちた雌三断／，1

著嶽であった1（第4ヨ図圏）．こゲ）ような1論状の断層群に1よる

陥没は，単なる構逢量盈地一一いくつかの方向の断麟の組

合せによる陥没一一一とは騰え難く，カルデラ盆．地の公算

が強い。このような陥没によって、凝在の．鬼藤盆地の形状

にほぼ等しい湖盆、を生じタ次の’ぎ．ギ沢愚の堆横が始ま・ニンた

融である。湖盆の形成の時期についてはッ現在の知識で

は，申新世以降といえるだけである．

　幻宮沢層の堆積・紫蘇輝石普通輝署安山岩の活動

　湖盆が形作られると隣時凱宮沢層の堆積が始談導た．

これと全く時期を間じくして糊盆の中心から南東寄夢の

荒雄硫黄鉱影至壌付近塵祝意しズ，紫蘇輝石普通輝蕎勲」．1

岩の噴鮭1が欝棘台泰オるた。ここにはいゑな1お，1数多くグ）噴冤

ならびに渥火由難，刃められる薙　宮沢層の；堆孝責は撃　湖盆．

の周騰慧祁では1囎．簾頓三の磯慈露1こ．｝ニゥて夢多塾£、・部では糸1瑚鑛の

湖1戴蚤発孝嚢4勿に．敏つて特綴幾づけら津達，ている羅安鉢1．i岩の舞離霜

お軌び集塊霧の獲1錆は’、嘗沢層1礁積1謬1ずっと引糸売いて行な

・き露し　韓寺には盆地内に膿ζく詳広がったが，主とUてξ舌動の

中心イ寸近玄＿1戎／l火摂．iを形／戊して集未褻した，、この成層火幽

は齋時湖水藤上に馨1を出じていたものと薄えられ，その

禰繕こび）湖1水ζi醤こ1激火i封嶺琴　1起原のま鑑稀1岩1こよつて門代1表

される’多聖沢寒の主部を堆積させた（第婆図ユ茎）曝

　3）1構、磁搾一ムの馨海戎

　黛沢層堆積後，熱U馨の臓出も一．田、休、慮し李湖盈、ぴ）底は

季薄i鍍ドー一ムとして嘩蚤走戯ご縛嶽じプ敏、、こ』の躍羨走鄭護禽1ぎと1汰三逆馨こ

輪状の断1駕境にして．盆地内部が簡無昇し，北醤一一南戴方

向の軸をもち北欝部嶽ど隆1瞳らが大きいものであ一・
た（笙1襖i瀬瓢）。

　4〉鬼考．μぎ葦の玉麓奪、

　1檎述の寿爆　ノく出に引1騰いて構逢童ドームが1飼1盆内に生じ

た結！鞠湖水域はこれらをと撫劇く環状の地域に眼定さ

れヲそ』こに参憲書層をま餐搾｛させた（第4図轡）。鬼灘層の

堆積はきわめて静穏な状態のもとで行なわれた結果，長

大な1響川の絹韓絹ヌ猛の扇状ま也な、いし鷺寮1州のま佳筆責物で代

表導れると濫ろを除いて離1かく成繍したシフレトおよ1び灘1

粒1砂が卓麹璽する。

　δ）翠、襲麦山岩熔岩ド・一ムの形成

　鬼愚騰堆積後におけ塾盆地内において注欝されるのは

石英安山岩の滋出である．この遊llは、急激癒爆発には到

らず1岩ドームを形成／、・て終熔した．その中心は前述の

’
、

劉む難、琶ま発積貸寺におけ蕎女ヨi蟻 蓄び）！舌璽力の中心・とほ1ま瞬じで

あ墾，ドーメの畢方寄夢の荒湯および北側の荒雄硫黄・鉱

山付近一…紫蘇輝1ぞf普通叢1馨1：女山燐σ）噴麦llの中心と考え

られる一一には現在もなお後火ll猶用が活発であ鱒て数

薙くの噴気な辱びに泥火覇の活動が続いている．

　鬼滋ソ　は，この戴蘂’女瞬1　の濡動に伴なζブぐ起ヂた変

勇あるいはその後の運勤／こ』よつて著ヨ諸亀形癒診驚けてい

凱この変形は，古い断／・の再動とこれに伴なっ九．地塊

ごとの軽微な傾鋤にすぎない，．

馨．結　　欝

　鬼緯醗地の地蓄とくに地質構造について，検討を加え

た結築P鬼懸猛1地捻1輸状の断層に1よ・二）て陥没した／薄造

盈雛磁おそらくカノレザ愛ラ盆毒撫である、　もし爵　カノレヲぼラi蓋ま慰

であるとするとその陥没前の火山潜動一一熔結凝灰岩の

噴出あるいは熔結凝灰岩噴出前の火山括動一一について

はなお検討の余地がある。驚）陥没によって形成された

ぞ胡盆．の荒雄硫董鉱山付近を申心に火掛活動がマテなわれ，

そこ轍ノ／、甕見有藁な！震！髄ソ鑑離、蓬、播聾乍ら勲、ると1司欝，3にそのノ調糸豪1胡

水申紅は火山砕ノ愚者起溺麺瞬胡成麓，を二唯孝責した。　滋）その

後，名胡盆が）底は1優起に簸じ北西一濤讐棄方1鶏の重継をもち北

豊（）一（欝6黛）



欝城県鬼鞍地賎の地質離らびに地質構造について（松野久礁鱗欝村嘉瞬郎）

西部に隆起量の著しい溝造ドームが形成された・婆）成麟

火山に引続いて構造ド…ムが形成された結果・湖水域は

これらをとり襲く環状の地域に限定され，そこに鬼霧層

を堆積させた誇〉，鬼謝麟堆積後，前述ダ）成層火霞の寄生

火山としてその肩部に石英安山岩熔岩ドームが形成され

た．§）現在認められる噴気ならびに温泉は，盆地南東

部前述の成層火山の申心ならびにその周辺に集中的に分

布しており，上述の火ll幡動の後火山作用によるものと

結論される、
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